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内容:
プラスチックが誕生して100年以上が過ぎました。最近は、高環

境負荷や海洋汚染などによって、プラスチックや複合材料は、
様々な社会的な制限や制裁を受けています。しかし、現在でも新
たなプラスチックが開発され、我々の身の回りの製品に多く使わ
れています。この古くて新しいプラスチックは実際の「もの」として
利用されるには、数多くのプロセスが存在します。「成形加工」は、
このプラスチックを形成するだけでなく、新たな機能を付与する重
要なプロセスです。材料を「溶かして・流して・形にして・固める」プ
ロセスであるプラスチック成形加工技術は、戦後日本の基幹産業
を支えてきた、日本の「もの」づくりの原点ともいえます。
本研究室では、プラスチック成形加工に関する研究と教育を通

して、社会に貢献したいと考えています。
「One stop solution for plastics engineering」、「アジアナンバー

１のプラスチック研究・教育環境」として、高付加価値プラスチック
材料やその加工技術に着目し、射出成形、フィルム延伸、ナノイ
ンプリント、３Dプリンティングなどの加工技術において、新材料・
装置・プロセス最適化・製品物性指針などを提案しています。
アピールポイント：
産官学連携に取組み、大型研究プロジェクトで様々な成果を挙

げてきました。地方、地域、国内のプラスチックの高付加価値を
目指した、ものづくり研究をこれからも取組んでいきます。

超微細・微小成形品（マイクロ・ナノスケール成形品）の開発

100 µm

ナノコンポジット材料の
マイクロ微細転写成形

PC

10 mm

ナノ微細転写成形例
（光の波長程度の
微細パターンにより
干渉色が見られます）

1mmA

P
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（世界最小の光ディ
スクを目指して・・・）

プラスチック製品の医療分
野への応用

（微細ニードルアレイをプラ
スチック表面に加工）

ナノスケールの高分子繊維加工

（ナノ繊維を有するフィルムの作製など、新加
工プロセスの提案と表面機能化の基礎研究
を行っています）

異種接合（金属とプラの射出成形接合）
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